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問　題
　人付き合いの上手さが、ビジネス分野におけるパ
フォーマンスの高さや成功要因に結びついていること
を示す研究は多い。
　Dyke と Murphy（2006）は、さまざまな事業の成功
者に、自分が成功した理由を尋ねてみたところ、「人間
関係」をその理由に挙げた人が 1 番多く、75％にも上っ
たという報告を行っている。Blickle ら（2011）は、彼
らが「政治スキル」（political…skill）と名づけている「職
場での人間関係を円満に実行するスキル」が高い人ほ
ど、収入と地位がどちらも高かったという結果を見出
している。さらに、Sheridan（1992）は、証券会社に
勤める社員を 6 年間追跡調査したところ、人間関係に
おける協調能力と、コミュニケーション ・ スキルが高
い人ほど、上司からのパフォーマンス評価も高かった
という結果を得ている。ビジネス分野においては、人
付き合いの上手さは、確実に成功に結びつく要因のひ
とつと考えてよいであろう。
　では、学業においてはどうであろうか。学業におい
ても、やはり人付き合いの上手さは、学業の成功に関
連しているのであろうか。
　従来の研究を見ると、それぞれの研究によって、測
定されている変数に若干の相違点があるとはいえ、「人
付き合いの上手さ」と見なせる変数と、学業パフォー
マンスとの間には、やはり明確な関連性があることが
明らかにされている。
　たとえば、Gadzella ら（1987）は、大学生の「話す
力」と、学業成績（GPA）には、0.49の正の相関が見
られたという報告を行っているし、Kurdek と Sinclair
（2001）は、幼稚園入園児の診断テストで「言語スキ
ル」と「言語的連想能力」が高かった子どもほど、小
学校 4 年生時における成績（読解力、数学、聴覚によ
る記憶力）が高かったという結論を得ている。また、
Brigman ら（1999）の研究においても、「友人にわか
りやすく話ができる」「聞いた話を再構成できる」とい
うスキルの高い学生ほど、成績が高い傾向が見られた
という。これらの一連の研究は、コミュニケーション
能力の上手さが、学業成績に直接的に関係しているこ
とを示している。コミュニケーション能力は、「人付き
合いの上手さ」に関連するひとつの変数であると見な
せるから、人付き合いが上手いほど、学業成績が高い
と考えられよう。
　他にも、Murphy ら（200３）は、 5 分間の会話にお
いて、「相手の発言への適切な反応」ができる人ほど、
また会話時に「アイコンタクト」をする人ほど、知能
テストでの成績が高いという結果を得ている。知能テ
ストの成績の高さは、必ずしも学業成績に結びつくわ
けではないが、「人付き合いの上手さ」が学業成績に間
接的な影響を与えていることは十分に推察される。
　Bellmore（2011）が900名を超える小 ・ 中学生を調べ
たところ、クラスで他の生徒から拒絶され、人気がな
い子どもは学業成績（GPA）が低く、人気のある子ど
もほど逆に成績は高かったという。「人気がある」子ど
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もは、「人付き合いが上手い」からこそ人気者になれる
のだと仮定すれば、この研究もまた、人付き合いの上
手さが学業成績に影響していることを示していると言
えよう。
　以上の研究は、人付き合いの上手さが学業パフォー
マンスにも影響していることを間接的に示唆している
わけであるが、本研究では、「人付き合いの上手さ」を
「社会的スキル」と定義して、学業パフォーマンスとの
関連性を調べることを目的とする。
　社会的スキルとは、社会の中で普通に他人と交わり、
共に生活していくために必要な能力であり、対人関係
に必要なスキルである。相川（2000）は、社会的スキ
ルを、「人づきあいの技術」としているが、もし人付き
合いの上手さと社会的スキルが同義なのであれば、社
会的スキルが高い人ほど、学業パフォーマンスも高く
なるという仮説を立てることができる。この仮説を検
証することが、本研究の目的である。
方　法
1 ．被験者
　都内の私立大学の教養講座の心理学を受講している
学生94名に、社会的スキルを測定する Kiss －18（Kiku-
chi’s…Social…Skill…Scale）を実施した（2012年 4 月 5 日）。
それから約 1 か月後に、100点満点の客観式の心理学の
テストを実施した（2012年 5 月17日）。社会的スキルの
測定も受け、なおかつテストも受けた85名の学生を最
終的な被検者とした。
2 ．尺度について
　本研究で用いた社会的スキルを測定する Kiss-18は、
18項目の質問項目から成り立ち（Appendix 1 参照）、
質問に対して「いつもそうだ」を 5 点、「いつもそうで
ない」を 1 点として全項目の合計点を算出するもので
ある。質問の回答と、合計点の算出については被検者
各自で行わせた。最低点は18点、最高点は90点である。
この合計点を社会的スキルの尺度とした。心理学に関
する客観式のテストは 1 問10点の100点満点である
（Appendix 2 参照）。この得点を、学業パフォーマンス
の尺度とした。
結　果
1 ．社会的スキルからの学業成績の予測
　社会的スキルを説明変数とし、学業パフォーマンス
を目的変数とする単回帰分析を行った。仮説を支持す
る傾向性は見られたが、社会的スキルから、直接的に
学業パフォーマンスを予測することはできなかった（β
＝0.19,…p＝0.19）。回帰式の有意性の検定結果も有意で
はなかった（F＝1.76,…n.s.）。
2 ．高社会的スキル群と低社会的スキル群の比較
　そこで次に、社会的スキルに関して、四分位数を求
めた。尺度において下位25％（得点が54点以下）にあ
たる被検者を「低社会的スキル群」とし、上位75％（得
点が6３点以上）にあたる被検者を「高社会的スキル群」
としてグループ化し直した。それぞれの群における学
業パフォーマンスについて調べると、低社会的スキル
群の平均値は３8.261点であり、高社会的スキル群の平
均値は5３.864点であった（Table…1）。
　ビジネス分野においては、「人付き合いの上手さは、
成功要因のひとつ」と考えられており、その結果を支
持する研究も多い。本研究は、学業分野においても、
「人付き合いの上手さは、学業パフォーマンスの高さに
関連するであろう」という仮説を立てて、その検証を
試みた。
　本研究では、「人付き合いの上手さ」は、社会的スキ
ルと同義であると仮定し、社会的スキルから学業パ
フォーマンスを直接的に予測できるのかどうかを検討
した。単回帰分析の結果では、仮説を支持する傾向性
は確認できたのだが、明確に有意な結果は得られなかっ
た。ただし、社会的スキルの得点で上位者と下位者25％
ずつのグループを抽出し、それぞれに試験の得点を算
出した分散分析では、部分的に仮説が支持される結果
が見いだされた。
　この結果に関しては、いくつかの解釈が可能である。
第一に、本研究では簡便な測定を行うために、項目数
の少ない Kiss-18によって社会的スキルを測定したが、
より項目数の多い日本語版 SSI （Social… Skills… Inven-
tory）を使えば、ひょっとすると違う結果が得られた
かもしれないということである。Kiss-18は全18項目で
あるが、日本語版 SSI は全90項目であり、より詳しく
社会的スキルを測定していたら、学業パフォーマンス
をよりよく予測できたという可能性がある。
　また本研究では、「人付き合いの上手さ」を「社会的
スキル」と見なしたわけであるけれども、「人付き合い
の上手さ」は、他にもいろいろな側面から測ることが
できる。一言で「人付き合いの上手さ」といっても、
いろいろな側面から、人付き合いの上手さは測定する
ことができる。本研究では、社会的スキルという変数
を取り上げ、それを測定する尺度として Kiss-18を用い
たわけであるが、「人付き合いの上手さ」に関連する他
の尺度としては、自己開示尺度や、対人魅力評定尺度、
向社会的行動尺度、対人的志向性尺度など、多様な尺
度がある。それらの心理尺度を用いれば、当然ながら
違った結果が出てくる可能性があるし、よりはっきり
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とした形で、「人付き合いが上手い人ほど、学業成績も
高い」ということを示せるかもしれない。将来の課題
として、複数の心理尺度を同時に用いて、学業パフォー
マンスとの関連性を調べる必要がある。
　最後に、なぜ「人付き合いの上手さ」が「学業パ
フォーマンス」に関連するのか、そのメカニズムにつ
いても考察してみよう。
　ひとつの解釈は、「周囲からのサポート」である。人
付き合いの上手い人は、学業に関する問題があっても、
他人に相談を持ちかけることができる。たとえば講義
の内容がよく理解できなくとも、それを他人や先輩、
あるいは先生に気軽に質問することができる。なぜな
ら、彼らは人付き合いに対して積極的だからである。
その点、人付き合いが下手な人は、わからない点があっ
ても、他人に相談することができない。話しかけるこ
とに躊躇いや不安を感じてしまうからである。その結
果として、わからない点をそのまま放っておくことに
なり、それが学業パフォーマンスを悪くしてしまうこ
とが考えられる。Cohen ら（1986）は、周囲からサポー
トを受けている大学生は、不安を感じずに学業に取り
組むことができるという研究を報告しており、この推
論の正しさを示唆している。
　もうひとつの解釈は、人付き合いの上手い人ほど、
友人の数も相対的に多くなるので、そのぶんだけ「社
会的比較」を行う機会も増えるということである。友
人と自分を比較する機会や頻度が増えれば、「あいつに
は負けたくない」（競争意欲）「友人たちに馬鹿にされ
たくない」（不安回避欲求）「自分の優秀さを見せつけ
たい」（自己顕示欲）といった気持ちも強くなるであろ
うから、それらの欲求が間接的に学業の「やる気」を
高めている可能性がある。
　もうひとつの解釈は、人付き合いの上手い人ほど、
「自分自身との語らい」（「自己会話」あるいは「内言
語」）をよくしているのではないか、というものであ
る。Goldman ら（1982）によると、学業成績のよい子
どもは、成績のよくない子どもに比べて、試験を受け
ている最中に、自分自身に向かって語りかけることが
多いという。成績のよい子どもは、「よし、このままい
けば解けるぞ」といった思考の言語化を頭の中で頻繁
に行っているわけだが、人付き合いの上手い人は、下
手な人に比べて、こういう思考の言語化をより頻繁に
行っているのかもしれない。それが学業パフォーマン
スの高さに結びついていることも可能性として考えら
れなくはない。
　人付き合いの上手さが、学業パフォーマンスに影響
することは、本研究の結果からも推察されるが、なぜ
そのような関連性が見られるのかについての詳細なメ
カニズムについては、未だに手つかずのまま残されて
いる。この点を明らかにすることも、将来の課題のひ
とつとして残されているといえよう。
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Appendix 1.
本研究で使用した「社会的スキル」を測定する Kiss-18
の全項目
1 ．他人と話していて、あまり会話が途切れないほう
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ですか。
2 ．他人にやってもらいたいことを、うまく指示する
ことができますか。
３ ．他人を助けることを、上手にやれますか。
4 ．他人が怒っているときに、うまくなだめることが
できますか。
5 ．知らない人とでも、すぐに会話が始められますか。
6 ．まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、
それを上手に処理できますか。
7 ．こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく
処理できますか。
8 ．気まずいことがあった相手と、上手に和解できま
すか。
9 ．仕事をするときに、何をどうやったらよいか決め
られますか。
10.… 他人が話しているところに、気軽に参加できます
か。
11.…相手から非難されたときにも、それをうまく片付け
ることができますか。
12.…仕事の上で、どこに問題があるかすぐに見つけるこ
とができますか。
1３.…自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか。
14.…あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく
処理できますか。
15.…初対面の人に、自己紹介が上手にできますか。
16.… 何か失敗したときに、すぐに謝ることができます
か。
17.…まわりの人たちが自分とは違った考えを持っていて
も、うまくやっていけますか。
18.…仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほ
うですか。
Appendix 2.
本研究で使用した「学業パフォーマンス」を測定する
試験問題（カッコ内が正解。10点×10問）。
問 1 ．科学的な研究を行うにあたって、それ自体は観
察できない概念を、まず始めに測定できる形にし
なければならない。これを（操作的定義）という。
問 2 ．記憶された内容は、そのまま保持されるのでは
なく、時間の経過とともに失われていく傾向があ
る。これを記憶の（忘却説）と呼び、新しく入っ
てきた情報が古い情報の記憶を邪魔するという考
え方のほうは、記憶の干渉説と呼ぶ。
問 ３ ．エクマンは、人間の感情は 6 つの要素から成り
立つという「基本感情説」を唱えた。その 6 つの
感情のうち、 ３ つを自由に書け（「喜び」「怒り」
「驚き」「怖れ」「嫌悪」「悲しみ」のうち ３ つがす
べてできれば正解）。
問 4 ．目の前においしそうなデザートがある。食べた
いという気持ちはあるのだが、その一方で、太り
たくないという気持ちもある。このときに感じる
のは（接近－回避）コンフリクトである。
問 5 ．滝の落下をしばらく見てから、止まっている対
象を見ると、逆方向に動いて見える。これを（運
動残効）という。
問 6 ．子どもに勉強のやる気を出させるため、子ども
が椅子に座って 1 時間が経過するたびに、母親が
褒め言葉を言ってあげることにした。この場合の
強化スケジュールは（定間隔スケジュール）であ
る。
問 7 ．実験において、実験者があれこれと変化させる
実験操作を（独立）変数と呼び、出てきた結果を
測定したものを（従属）変数と呼ぶ（ 2 つともで
きて正解）。
問 8 ．マズローの欲求階層説において、最上位にあた
るのは、（自己実現）欲求である。
問 9 ．「悲しいから泣く」のではなく、「泣くから悲し
くなる」という考え方は、ほぼ同時期に 2 人の心
理学者によって発見された。これを（ジェームズ ・
ランゲ）説という。
問10．初めに覚えたものと、最後に覚えたものが記憶
に残りやすい傾向がある。これを（シリアル ・ ポ
ジションまたは系列位置）効果という。
